
(事務局)特定非営利活動法人リンク 1

みんなの心のよりどころ
ホッとステーション チーバくん

ちばSDGsパートナー191号

【ホッとステーションの説明】
１．ホッとステーションとは…

２．ホッとステーション概要・特徴

３．いろいろなカタチのホッとステーション

４．ホッとステーションの分野

５．三方良しの活動

６．様々なホッとST機関

７．ホッとステーションとのコラボレーション

８．様々な活動

９．協働機関ネットワーク

10．クールステーション

１１．千葉県全域へ

ＷＡＭ助成金事業

（地域連携活動支援事業）



１．「ホッとステーション事業」とは、
千葉県等のいたるところで『気軽に居てもイイ』場所を増やす活動
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【点】となる様々な居場所(    )を

【線】となるネットワークで繋ぐことで、

【面】となる地域が活性化し、
過ごしやすい地域社会とする。

(情報共有や協同連携活動 等)



３．いろいろなカタチの「ホッとステーション」
（各機関・団体・店舗が可能な範囲で居場所を提供）

①居場所の提供

①居場所の提供 ①居場所の提供

③仕事･ボラ受入れ

②お困り事の受止
めと相談機関紹介

②お困り事の受止
めと相談機関紹介

基本1

⑤食糧・物資支援

④子ども食堂
（食の提供）

基本2

＋αとして、店舗
毎に可能な支援を
トッピング可能

トッピ
ング

3②のぼり旗①ステッカー ③ベンチ

Ｐ
Ｒ
方
法

活動方法
各事業所が管理できる範

囲内で協力する。

【提供頻度・時間】

例1)毎週㈪・10-14時
例2)月-金・13-17時
例3)原則、開店時間内

【提供場所】
例1)店舗内ロビー
例2)店舗内空テーブル
例3)店舗前ベンチのみ

【そ の 他】
例1)まん延防止時中止
例2)混雑時時間制限
例3)混雑時場所移動

チーバくん

ちばSDGsパートナー191号

こども110番の
ようなイメージ

【2025.3.31 現在】
ホッとＳＴ 158 機関
クールＳＴ 127 機関

どれかを店舗

に表示して利

用できること

をPRする。

④タペストリー



4．ホッとステーション事業がかかわる分野・範囲とは・・・

「地域生活」の視点から事業を展開することで・・・
⇨様々な地域課題や制度・施策に対して、横断的関われる
活動となっている。
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googleマップ（バージョンアップ中）



５．活動のメリット(三方良し） 〈 住民 ・ 協力機関 ・ 行政 〉
【住 民】

１．特別な目的がなくても気軽に居て
良い場所を利用できる。
２．ゆっくりできる場所で困り事の相
談に乗ってもらえる。
３．社会参加の機会を失っていた方や
ひきこもり者等の社会参加・外出の機
会が増える。
４．市町村単位ではなく生活地域で利
用できる。
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【行 政】
１．地域共生社会や重層的支援体制

整備へのパイロット事業として
活用可能。

２．市町地域の社会問題を共有できる。
３．他との情報共有ができる。

【協力機関 他】

１．事業所(店舗)の公共活動取り組みの紹介

２．SDGsへの参画⇒イメージアップ

３．顧客又は相談者のアップ

４．SNSによる協力機関とのネットワー

ク形成と情報発信＆共有が図れる。

5．発災時の情報収集及び相互協力体制確保

チーバくん

ちばSDGsパートナー191号
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飲食店･商店

スポーツ広場 河川敷

高等学校
(居場所カフェ)

イベント

観 光

JA山武郡市 緑の風

空の駅風和里しばやま

航空科学博物館
LECJapan 山武郡市教育会館

アウィン学習塾

学習塾

九十九里高等学校

RUN伴千葉市2024

ちいき食堂ほのん地域イベント

木原ストアー

コミュニティハウスひろば

サロン・とーえむ

６．様々なホッとST機関
商 工
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医療･保健

福祉保健センター

地域・福祉 活用されている方々

不動産社会福祉協議会 図書館寺社･子ども食堂

大網白里まちづくりサポートセンター

ＹＡＳＳＡＷＡＶＥ

小規模多機能かきつばた デイサービスこころ

みんなのライフサポートクリニック大網
おおあみの里

ササハラ薬局

大里綜合管理
横芝光町健康づくりセンター

横芝光町立図書館妙覚寺・九十九里子ども食堂山武市社会福祉協議会

パワーアップステーションひまわり

茶話処一休

まちなか広場えみふる



７．ホッとステーション
×

コラボレーション

生活支援体制整備
事業との連携

高齢者の生活支援施策
あすみが丘エリア公園マップ（散歩
応援編）との連携で、散歩コースに
ベンチ(協同機関)を設置。

【千葉市緑区】

熱中症対策の連携
避暑場所等の提供

行政⇒クーリングシェルター
ホッとステーション⇒クールステーション

【行政・全協同機関の９０％程度】

フードバンク＆子ども
(ちいき)食堂との連携
子どもの居場所・貧困対策・
フードロス対策・エシカル教育
食の「地集地配」通じたネットワークづくり、
食の有効活用によるフードロス活動等
【子ども支援団体・学校・フードバンク機関】

孤立･孤独の解消連携
アフターコロナによる人と人の繋
ぎ直し・居てもいい場所の表示
人と人が出会い、ゆっくりしてもいい
場所・相談してもよい場所の再認識。

【全協同機関】

地域のネットワーク
SNS活用による防災ネット
ワークと平時の情報発信
ＬＩＮＥＷＯＲＫＳ・googleマップによ
る情報発信／広域の相互災害ネット

【全協同機関】

広域・多分野の連携
官民協働かつ市町村・分
野の枠を超えた活動

地域・分野を越えてできることをできる範
囲で連携して活動する。【全協同機関】

重層的支援体制整備事業の実践
①地域の中で誰かに相談ができる
②ゆっくりできたり活動できる居場所
③活動自体が地域のネットワーク
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フードバンク活動
❖フードロス対策の食品配付 ❖企業間連携 ❖困窮者支援

8.ホッとステーション協同機関内での「互助」効果

子ども(ちいき）食堂
❖青果・食品等の提供を
受けて活動が充実する

❖フードパントリー協力

地域企業･団体・店舗
❖食品提供 ❖地域貢献
❖イメージアップ
❖相互情報交換

新たなホッとステ
ーションが誕生



9.協同機関ネットワーク

協働事業所が、自由にイベント情報を発信してもよい仕組みの
なっている。事務局からのホッとステーション活動の報告の他、
協同事業所から、地域や個々の事業所で行うイベントの周知や、
地域情報の掲載も行われている。
この普段からのつながりと情報共有が、相談者への連携や災害時
の相互情報共有・相互協力支援に大いに役立つと考えている。

Instagram
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協同機関の
情報交換・
相互周知協力

平 常 時

災害支援ネットワーク

❖リアル災害情報共有
❖人的・物的相互協力

発 災 時

活きたネットワーク・繫がりが重要



10.2023年度「クールステーション」開始
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「官民協働」で行う熱中症対策
ゆっくりしていい居場所(通年）
⇨夏季限定の涼める居場所（7月～9月）
１．表示方法：「タペストリー」を掲示（右図）
２．実施内容：熱中症防止のため下記のことを実施

(1)涼み場所の提供…涼み処の提供(店舗毎にルール設定)

(2物品提供…①水(ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ)・②うちわ・③冷却剤
※｢必要な時｣｢必要な人｣へ提供(判断は店舗にお任せ)

「行政主導」で行う熱中症対策

⇨「クーリングシェルター」「涼み処」

改正気候変動適応法＝熱中
症特別警戒アラート発表時→
「クーリング シェルター」を設
置することになっている。熱中
症特別警戒アラートにかかわ
らずアラートの発表によらず、
暑さをしのぐ場所として「涼み
処」を置いているところもある。

事業同士
の

協働連携



11．市町村の枠を越えて、
千葉県全域に広めていきたい！
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②のぼり旗①ステッカー ③ベンチ ④タペストリー

ホッとステーション事務局・発行元
≪特定非営利活動法人リンク≫

❖中核地域生活支援センターさんネット ／ ❖障がい者グループホーム支援事業
❖さんぶ相談支援センターリンクサポート

[生活困窮者自立支援事業（山武郡・県） ／生活困窮者家計改善事業（山武郡・県／山武市）]
❖あいリンク[生活困窮者就労準備事業]（山武郡・県）
❖生活自立・仕事相談センター・緑（生活困窮者自立支援事業・千葉市）
❖子どもナビゲーター緑（千葉市）
❖横芝光町スマイルキッズ（子ども第３の居場所づくり事業）
❖よろず相談支援センターぬくもり（特定相談支援事業・一般相談支援事業・障害児相談支援事業）
❖グループホームぼんぼら（共同生活援助事業） ／ ❖はれはれ（日中一時支援）
❖多分野多職種連携活動ゆるネット ／ ❖ホッとステーション事業（WAM助成）
❖フードバンクさんぶ ／ ❖ちいき食堂ほのん ／❖心のいずみ ／ ❖ひきこもり支援事業 他

≪法人所在地≫
〒298-1345千葉県山武市津辺252-1
電話0475-77-7531 FAX0475-77-7538
Email info@npo-link.jp

ホッとステーション
／マップ

ホッとSTインス
タグラムフードバンクさんぶ 寄附・協賛金募集

SNS・
H P
関係

「山武郡市＋近隣圏域」の取
り組みを「千葉県全域」に拡
充していきたい！

mailto:info@npo-link.jp
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